
議案第１７７号

渋川市交通指導員設置条例を廃止する条例を次のように制定する。

令和元年１１月２８日提出

渋川市長 髙 木 勉

渋川市交通指導員設置条例を廃止する条例

渋川市交通指導員設置条例（平成１８年渋川市条例第１４９号）は、廃止

する。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（渋川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部改正）

２ 渋川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

（平成１８年渋川市条例第４４号）の一部を次のように改正する。

第５条第２項中第４号を削り、第５号を第４号とし、第６号から第１５

号までを１号ずつ繰り上げる。

別表の１の表中交通指導員の部を削る。

理 由

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、交通指

導員は特別職非常勤でなくなるため、条例を廃止しようとするものである。



渋川市交通指導員設置条例を廃止する条例（案）新旧対照表
（渋川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（平成１８年渋川市条例第４４号）の一部改正）

（附則第２項関係） （傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（重複給与の禁止） （重複給与の禁止）

第５条 （略） 第５条 （略）

２ 前項の規定にかかわらず、議会の議員が次に掲げる特別職の職員を兼ね ２ 前項の規定にかかわらず、議会の議員が次に掲げる特別職の職員を兼ね

るときは、その特別職の職員として受けるべき報酬を支給する。 るときは、その特別職の職員として受けるべき報酬を支給する。

（１）～（３） （略） （１）～（３） （略）

（４） 交通指導員

（４） （略） （５） （略）

（５） （略） （６） （略）

（６） （略） （７） （略）

（７） （略） （８） （略）

（８） （略） （９） （略）

（９） （略） （１０） （略）

（１０） （略） （１１） （略）

（１１） （略） （１２） （略）

（１２） （略） （１３） （略）

（１３） （略） （１４） （略）

（１４） （略） （１５） （略）

別表（第２条関係） 別表（第２条関係）

１ 年額報酬 １ 年額報酬

(単位：円) (単位：円)

区分 報酬額 区分 報酬額

教育委員会委員 ４９３，０００ 教育委員会委員 ４９３，０００
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（略） （略）

選挙管理委員会委員 委員長 ２４８，０００ 選挙管理委員会委員 委員長 ２４８，０００

委員 １８０，０００ 委員 １８０，０００

交通指導員 隊長 １７０，０００

（略） 地区隊長 １５０，０００

班長 １４０，０００

隊員 １３０，０００

（略）

２～４ （略） ２～４ （略）
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